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【振り返り】 これまでの熊本県地方協議会の取組
熊本県地方協議会の経緯
〇 トラック運送事業の取引環境の改善及び長時間労働の抑制を実現するための環境整備を図る
ことを目的に平成27年度に設置

○ 平成27年度から令和４年度までに1５回開催

2

パイロット事業（実証実験）の実施
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※「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（働き方改革関連法）」に基づき、令和６年度からトラック運転者の時
間外労働の上限規制が適用されることを踏まえ、長時間労働の改善と生産性向上の取り組みを、荷主と連携し加速させる必要がある。

【平成28年度】 下ろし地域内配送の外部委託による労働時間削減
(荷種) 青果物

【平成29年度】 倉庫内作業と積込方式の変更による作業時間短縮
(荷種) 住宅設備機器

【令和元年度】

アドバンス事業（実証実験）の実施

生乳物流の改善に係る実証実験の実施

パレット化による労働時間短縮
(荷種) 青果物

バース使用時間帯の計画配分などによる待ち時間削減
(荷種) 生乳

ガイドラインの配付・アンケート調査の実施
運送事業者へガイドラインを送付・アンケート調査
(荷種) 加工食品、飲料・酒

実証実験の実施
パレット化による労働時間短縮
(荷種) 青果物

【令和２年度】

【令和３年度】

【令和４年度】



（１）今年度の輸送分野別の検討について
① 対象輸送分野
各地方協議会事務局は、これまでの地方協議会での課題整理や過去の実証事業を通じて浮き彫りとなった課題、輸送分野ごとに
顕在化している課題等に対し、１つ以上の輸送分野における課題の整理及び課題に対する改善策の活用等を検討すること。検討の
対象とする輸送分野は、各地方の状況に応じ、次の(ア)～(カ)のいずれかより選定すること。
（ア）令和元年度に実施した待機時間・附帯作業に関する調査の都道府県別の結果に基づき、各都道府県における待機時間が

特に長い輸送分野
（イ）令和２年度に実施した積載効率に関する調査の輸送品目別及び都道府県別の結果に基づき、各都道府県における積載

効率の改善が必要な輸送分野
（ウ）過去の重点取組事項や実証事業のフォローアップを実施する必要があると考えられる輸送分野
（エ）「加工食品、飲料・酒」、「建設資材」及び「紙・パルプ」の中で、各輸送品目別のガイドラインで示した『今後の取組みの方向

性』に沿って取組を行う輸送分野
（オ）各地方協議会事務局が取扱事項として特に必要と認めた輸送分野
（カ）令和４年度に工程表の作成及びKPIを設定している輸送分野

令和５年度の「トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会」の実施事項について
（令和5年8月9日 厚労省労働条件政策課長、同監督課長、国交省貨物課長 通達より一部抜粋）
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【振り返り】令和５年度 熊本県地方協議会の取組

－選定理由－
① 令和５年度実証実験案をとりまとめ
（キャベツのパレット化）
② パレット化の効果、課題を検証

令和５年度 検討の対象とする輸送分野

対象輸送分野(検討対象分野)を 及び とする。「加工食品、
飲料・酒」

－選定理由－
① ガイドライン※の認知度は低い
② ガイドラインの活用率、活用可能性
は非常に高く、更なる周知が必要

「農産物」

通達

※荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善
に向けたガイドライン「加工食品、飲料・酒物流編」

・ https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000106.html

令和５年３月１４日 令和４年度
第１５回熊本県地方協議会において
承認
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令和５年度 熊本県地方協議会の取組
令和５年度 熊本県地方協議会 対象輸送分野に係る取組

＜基本的考え方＞
・令和６年度に向け、「加工食品、飲料・酒」「農産物」を主眼に検討・取組を進める（必要に応じ見直し）
＜具体的な取組の方向性＞
・「加工食品、飲料・酒」＝ガイドラインの浸透を図る取組が必要

・令和5年4～12月、貨物自動車運送事業者を対象とした労務安全管理講習会において周知
・令和5年8～12月、自動車運転者の労働時間等の改善のための改善基準告示等説明会において周知
・令和5年9月20日、陸上貨物運送事業労働災害防止協会において周知
・令和5年11月8日、熊本県トラック協会会員事業者向け機関誌において周知
・令和5年12～令和6年1月、産業資源循環協会において周知
・令和6年1月22日、熊本県商工会議を訪問し、ガイドラインの周知・活用を要請
・令和6年3月１日、熊本県トラック協会の広報誌において周知
・令和6年3月15日、第16回トラック輸送における取引環境・労働時間改善熊本県地方協議会において周知

・「農産物」＝実証実験を実施（キャベツ輸送のパレット化）

・農産物輸送に関係する行政機関・荷主団体・運送事業者団体を構成員
とした「農産物輸送効率化のための意見交換会」にてとりまとめた実証実験
（キャベツ輸送のパレット化）を実施
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JA熊本経済連
JA上益城
九州農政局
熊本県トラック協会
熊本運輸支局

関係者

更なる周知に関して次年度の取組を検討

実証実験による効果・課題の検討
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令和５年度 その他取組①
＜取組内容＞
①「ホワイト物流」推進運動賛同企業数の拡大
◇国土交通省が「ホワイト物流」推進運動セミナーを開催
→オンラインセミナーにより、どこからでも参加可能
（令和5年9月29日メールにて協議会委員あて周知）

◇広報誌によるPRの実施（熊本県トラック協会）
広報誌：トラック広報くまもとへ掲載 （11月号）
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令和５年度 その他取組②－１
＜取組内容＞
②標準的な運賃の普及
◇県内荷主企業等への適正取引及び事故防止に関する文書の送付
・令和5年10月 県内荷主企業等約3,000社に対して運賃・料金の「買いたたき」のない適正取引
の推進、長時間労働の抑制、交通事故防止に関する文書（熊本県トラック協会、熊本運輸支局、
熊本労働局、熊本県警察本部交通部との連名）を送付

◇標準的な運賃の普及・活用のためのセミナーの開催（熊本県トラック協会）
・令和5年10月 標準的な運賃の考え方を踏まえ、原価計算や自社独自の運賃表の作成、
荷主との交渉方法を中心に学ぶ「標準的な運賃活用セミナー（応用編）」を開催
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令和５年度 その他取組②－２
＜取組内容＞
②標準的な運賃の普及（続き）
◇協定を締結
・令和5年12月 熊本県、経済産業省九州経済産業局、国土交通省九州運輸局、農林水産省
九州農政局、厚生労働省熊本労働局、熊本県商工会議所連合会、熊本県中小企業団体中央
会、公益社団法人熊本県トラック協会、熊本県農業協同組合中央会、他7団体と「価格転嫁の
円滑化に関する協定」 を締結

◇新聞広告等によるPRの実施（熊本県トラック協会）
・新聞:熊日新聞 カラー1ページ (1/6、1/10、1/18、1/26)
・経済誌：くまもと経済 カラー見開き2ページ掲載 (2月号)

③改正労働時間等の周知
◇新聞広告等によるPRの実施（熊本県トラック協会）
・新聞：熊日新聞 7段モノクロ広告を1回、 7段カラーを1回、

・ 5段カラーを3回掲載 (9/9、11/27、12/23、1/27、2/9)
・経済誌：くまもと経済 モノクロ広告を1回、カラー広告を3回掲載 (10月、12～２月号)

  



令和５年度 その他取組③
＜取組内容＞
③改正労働時間等の周知（続き）
◇熊本県トラック協会 ほか
・令和5年8月～12月 告示改正等説明会（熊本運輸支局、熊本労働局が講師として参加）
・令和5年10月 2024年問題対応セミナー
・令和6年1月 荷主企業等向け新春経営セミナー

◇熊本労働局
ア 九州運輸局熊本運輸支局において、労働時間設定改善指導員が新規トラック運送事業者
に対し、労働時間等の労働条件について説明
令和５年 4月17日 １社 ３名 8月24日 １社 2名

5月30日 ２社 ３名 9月29日 １社 ３名
6月16日 ４社 9名 10月17日 １社 ３名
7月19日 2社 4名 11月13日 3社 5名

令和6年 1月16日 3社 5名
イ 労働時間設定改善指導員がトラック運送事業者を訪問し、労働時間等の労働条件について
調査をし、問題点について助言指導
10社 令和5年７月18日から令和6年2月16日までの期間で実施

ウ 労働時間・改善基準告示等の労働条件の説明会を実施 4回 331社

◇労働基準監督署
各労働基準監督署において、労働時間・改善基準告示等の労働条件の説明会を実施
熊本労働基準監督署 8回 210名 八代労働基準監督署 2回 126名
玉名労働基準監督署 1回 21名 人吉労働基準監督署 2回 35名
天草労働基準監督署 4回 94名 菊池労働基準監督署 5回 98名
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令和５年度の「トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会」の実施事項について
（令和5年8月9日 厚労省労働条件政策課長、同監督課長、国交省貨物課長 通達より一部抜粋）

2 重点取組事項のPDCAについて

今年度の重点取組事項が、令和6年度から適用される時間外労働
の上限規制に向けて効果的な取組となるよう、各地方運輸局等は管
轄する各地方協議会の取組について、別添様式1を用いてPDCAサイ
クルによる継続的な改善を行うこと。この際、PDCAを効果的に実施で
きるよう、別添様式2を用いて令和6年度から時間外労働の上限規制が
適用されることに向けた改善のための工程表を作成し、中長期の取り組
みとなるような目標及び指標（KPI）を設定するよう努めること。地方運
輸局等は取りまとめた別添様式を令和6年4月末日までに自動車局貨
物課に報告すること。

別添様式1（PDCAシート）
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重点取組事項のＰＤＣAシートについて①

通達

別添様式2（工程表）

令和３年度〇〇地方協議会重点取組事項ＰＤＣＡシート

○ 車載車の共同輸送の促進

○重点取組事項概要

○ＫＰＩ

○重点取組事項の取組状況

○課題及び今後の対応の方向性

記載担当者名：○○局○○課〇〇

当県における輸送用機械の積載効率の低下が著しいことから、陸送関係の発着荷主（メーカー、販売店）及び運送事業
者を巻き込んで共同輸送の枠組みを構築し、ひいてはドライバーの長時間労働等の改善に向けた取組を促進する。

［１］積載効率
　【輸送用機械の積載効率】2024年度までに積載効率を○○％（２０１０年数値）まで改善

・〇〇地方協議会において陸送関係の発着荷主（メーカー、販売店）〇〇株式会社及び〇〇株式会社が参画し、運送事
業者○○株式会社とともに共同輸送の実現に向けた枠組について協議。
・各社の運行データを集計し、共同輸送のシミュレーションを実施。

【ＫＰの達成状況（令和3年度末）】
○○％

・R4年度にシミュレーションをもとにした運行実証実験を予定。
・ロット集約や発注方法の共通化などの検討を進めていく。



令和５年度熊本県地方協議会重点取組事項ＰＤＣＡシート

○重点取組事項概要

○ＫＰＩ

【加工食品、飲料・酒】
・荷待ち時間の発生件数が多く、国土交通省及び関係省庁でガイドラインを作成した「加工食品、飲料・酒」につい
て、ガイドラインの周知を図る。

【農産物】
・熊本県は農業の一大生産地であり、農産物輸送に関係する行政機関・荷主団体においても輸送の効率化に取
り組んでいることから、JA熊本経済連、JA上益城、九州農政局、熊本県トラック協会、熊本運輸支局（以下「関係
者」という）による「農産物輸送効率化のための意見交換会」にてとりまとめた実証実験（キャベツ輸送のパレット
化）を実施する。

【その他①】ホワイト物流推進運動賛同企業数の拡大
・国土交通省が実施するホワイト物流推進運動セミナーの周知を行う。

【その他②】標準的な運賃の普及
・県内事業者においては、標準的な運賃の届出率は高い水準を誇っているが、荷主との交渉等により適正運賃
の収受を加速させるためにも広く周知活動を実施する。

【その他③】労働時間等説明会の実施
・新規トラック運送事業者に対し、労働時間等の説明を行う。
・トラック運送事業者を訪問し、労働時間等について調査を行い、問題点等について助言指導を行う。
・労働基準監督署において、労働時間等の説明会を実施する。

【ホワイト物流推進運動賛同企業数の拡大】
・県内賛同事業者数　３０社以上　→　７００社以上

【標準的な運賃の普及】
・標準的な運賃の届出率　１００％　※熊本県トラック協会会員運送事業者（霊柩事業者を除く）

○ 加工食品、飲料・酒ガイドラインの周知及び農産物輸送効率化のため実証実験・意見交換会
の実施、その他
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重点取組事項のＰＤＣAシートについて②

Key Performance Indicator（重要業績評価指標）

当該内容（微修正の可能性有り）にて
国土交通省自動車局貨物課へ報告予定
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当該内容（微修正の可能性有り）にて
国土交通省自動車局貨物課へ報告予定

重点取組事項のＰＤＣAシートについて③

○重点取組事項の取組状況

　

○課題及び今後の対応の方向性

【加工食品、飲料・酒】
・各種セミナー、説明会、広報誌等において、「荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善に
向けたガイドライン」を周知。

【農産物】
・関係者による「農産物輸送効率化のための意見交換会」にてとりまとめた実証実験（キャベツ輸送のパレット化）
を実施。

◇ＫＰＩ
【ホワイト物流推進運動賛同企業数の拡大】
→県内賛同企業数　２５３社　（令和6年1月31日現在）　※補助申請者数　６８７社

【標準的な運賃の普及】
→標準的な運賃の届出率　９２．２％　（令和6年3月7日現在）

【加工食品、飲料・酒】
・「荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン」の認知度向上を図ってき
たが、政府において2023年6月2日に開催された「我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議」で「物流革新に
向けた政策パッケージ」を取りまとめ、その施策の一環として経済産業省・農林水産省・国土交通省は『発荷主企
業・着荷主企業・物流事業者が早急に取り組むべき事項をまとめたガイドライン』を策定したことから、次年度にお
いては本ガイドラインの普及・浸透を図り、併せて認識調査を実施する。

【農産物】
・令和4～5年度に農産物輸送効率化のための実証実験を実施。次年度においては上記「加工食品、飲料・酒」同
様、『発荷主企業・着荷主企業・物流事業者が早急に取り組むべき事項をまとめたガイドライン』の普及・浸透を図
り、併せて認識調査を実施する。


